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Ｉｎｄｅｘ  
２ページ SANGOの会～賑やかな初心者例会 

      第１回ひきこもりサポーター養成協議会開催ほか 

３ページ 中高年ひきこもり当事者のライフプラン学習会開催 

      ２つの新しい助成金が決定ほか 

４～５ページ  

ひきこもり つながる・かんがえる対話交流会が札幌で開催 

６ページ 当事者手記 「水鏡に、つゆ玉ひとつ」② 

７ページ 無知、無関心ではいけない！伊深正英さんが語る ③ 
８ページ こちら事務局／編集後記  
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２ 

り
当
事
者
会
社
会
参
加
活
動
促
進
事
業
」
の
一
環
と

し
て
６
月
よ
り
本
格
的
に
始
動
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
在
宅
ワ
ー
ク
」
で
は
、
長
く
社
会

に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
当
事
者
と
協
働
で
仕

事
づ
く
り
を
実
践
す
る
ア
イ
ダ
企
画
代
表
・
屋
代
育

夫
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
日

用
品
な
ど
を
寄
付
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
へ
出
品
し
た
。
集
ま
っ
た
品
物
（
写
真

１
）
は
、
電
動
ド
リ
ル
か
ら
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
ア

ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
ま
で
多
岐
に
渡
る
。 

８
月
末
ま
で
に
30
点
が
落
札
さ
れ
、
売
上
額
は
三

万
円
を
超
え
た
。
ア
イ
ダ
企
画
か
ら
参
加
し
た
当
事

者
２
名
が
寄
付
さ
れ
た
不
用
品
を
担
当
理
事
の
吉
川

修
司
宅
へ
搬
送
、
吉
川
理
事
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
へ
出

品
し
、
落
札
さ
れ
た
品
物
を
梱
包
発
送
す
る
流
れ
で

進
め
て
い
る
。
ま
だ
試
行
段
階
だ
が
、
屋
代
さ
ん
は

「
い
ろ
ん
な
働
き
方
が
あ
っ
て
よ
い
。
新
し
い
仕
事

づ
く
り
へ
の
流
れ
を
つ
く
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。
在
宅
ワ
ー
ク
は
来
年
３
月
ま
で
実
施
。
今
後
も

不
用
品
提
供
を
受
け
付
け
る
。
希
望
者
は
ア
イ
ダ
企

画
ま
で
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）
。 

             

Ｌ・Ｐ・Ｆ活動報告 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７
月
19
日
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
初
心
者
例
会
で
し

た
。
７
名
の
参
加
が
あ
り
、
う
ち
１
名
は
初
め
て
の

参
加
者
で
し
た
。
会
場
の
札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
が
定
員
に
な
る

こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
隣
室
で
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
軽
作
業
に
従
事
す
る
当
事
者
２

名
が
後
半
加
わ
り
賑
や
か
な
集
り
と
な
り
ま
し
た
。 

８
月
９
日
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
８
月
第
１
４
９
回

通
常
例
会
で
し
た
。
親
が
闘
病
中
で
あ
る
と
か
、
お

盆
が
迫
り
お
墓
参
り
を
済
ま
せ
た
と
い
う
40
歳
を
超

え
る
当
事
者
会
な
ら
で
は
の
話
が
心
置
き
な
く
で
き

る
の
も
特
徴
で
す
。 

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
例
会
活
動
を
２
回
開
催
し
て
い
ま

す
が
「
初
心
者
例
会
の
初
心
者
と
は
い
つ
ま
で
指
す

の
か
？
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は

初
心
者
と
は
主
体
で
あ
る
自
分
自
身
が
初
心
者
で
あ

る
、
と
い
う
自
覚
の
あ
る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ

い
、
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。 

初
心
者
例
会
は
就
学
・
就
労
し
て
い
る
人
も
い
る

通
常
例
会
で
は
落
ち
着
か
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
つ

く
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
で
は
初
心
者
だ

け
の
参
加
の
人
や
、
両
方
参
加
し
て
い
る
人
、
通
常

例
会
だ
け
の
人
も
い
ま
す
。
選
択
は
ご
自
身
で
、
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

９
月
以
降
、
例
会
外
企
画
と
し
て
秋
の
地
域
め
ぐ

り
登
山
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

開
催
日
時
を
団
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
の
う
え

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会 

 
 

賑
や
か
な
初
心
者
例
会 

 
 

７
月
25
日
、
平
成
29
年
度
第
１
回
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
年
３
回
行
う
予
定
で
す
。
本
協
議
会
は
、
当
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
含
む
構
成
４
団
体
が
集
ま
り
、
厚
生
労
働
省

が
ひ
き
こ
も
り
対
策
推
進
事
業
の
拡
充
と
し
て
掲
げ

る
「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
・
派
遣
事

業
」
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

北
海
道
と
札
幌
市
は
本
格
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
的
な

養
成
研
修
は
ま
だ
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
当
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
含
め
慎
重
に
議
論
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
も
「
理
解
啓
発
」
と
し
て
の
ひ
き
こ
も

り
の
理
解
普
及
事
業
と
し
て
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
の
動

画
配
信
を
活
用
し
た
事
業
を
３
回
実
施
す
る
こ
と
、

ま
た
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
居
場
所
支
援
（
会
場
の

無
償
提
供
な
ど
を
含
む
）
」
を
盛
り
込
み
、
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
機
能
を
個
別
家
庭
訪
問
支
援
だ

け
に
限
定
し
な
い
方
向
性
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
積
極
的

に
意
見
を
述
べ
て
連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

    

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
拡
充
事
業
で
あ
る
札
幌
市
市
民

ま
ち
づ
く
り
活
動
促
進
助
成
金
「
札
幌
圏
ひ
き
こ
も 

第
１
回
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー 

養
成
協
議
会
開
催 

（写真 1）寄付いただいた品々～

時計、アナログレコード、未使用

のテレホンカードなど多数 

不
用
品
の
寄
付
を
受
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
在
宅
ワ
ー
ク
は
じ
ま
る 

 



当
事
者
会
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
」
10
周
年
企
画
と

し
て
「
中
高
年
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
学
習
会
」
を
連
続
し
て
開
催
し
ま
す
。 

第
１
回
目
の
講
師
は
一
般
社
団
法
人
や
ま
な
し
ピ

ア
カ
フ
ェ
代
表
理
事
・
永
嶋 

聡
氏
。
永
嶋
氏
は
、

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
不
登
校
児
童
と

し
て
過
ご
し
、
非
正
規
労
働
者
と
し
て
職
を
転
々
と

し
、
40
歳
か
ら
５
年
間
の
ひ
き
こ
も
り
生
活
を
経
て

現
在
は
元
駐
在
所
の
建
物
を
利
用
し
た
「
ピ
ア
ハ
ウ

ス
し
ょ
う
わ
」
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
当
日

は
「
当
事
者
が
社
会
参
加
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
す
。 

第
２
回
目
の
学
習
会
講
師
は
人
を
最
大
の
資
本
と

考
え
、
地
域
外
人
材
と
地
域
住
民
と
の
協
同
に
よ
る

空
き
家
等
地
域
資
源
の
活
用
に
関
す
る
事
業
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
村
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
代
表
理
事
・

藤
井 

裕
也 

氏
が
担
当
し
ま
す
。 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
学
習
会
は
、
平
成
29
年
度
札
幌
市

市
民
ま
ち
づ
く
り
活
動
促
進
助
成
金
・
木
村
弘
宣
ひ

ま
わ
り
基
金 

助
成
金
事
業
・
札
幌
圏
ひ
き
こ
も
り

当
事
者
会
社
会
参
加
活
動
促
進
事
業
と
し
て
実
施
し

ま
す
。
開
催
要
項
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

平
成
28
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
当
事
者
参
画
型
ひ

き
こ
も
り
支
援
者
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業

『
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
的
知
識
が
つ
な
ぐ
ひ
き
こ
も
り

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
』
（
公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉

弘
済
会
社
会
福
祉
助
成
金
事
業
）
が
、
選
考
委
員
会

に
て
優
秀
事
業
と
し
て
選
定
さ
れ
、
助
成
団
体
が
発

行
す
る
機
関
誌
「w
e
lfa

re

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
10
月

号
「
く
っ
き
り
！ 

福
祉
の
未
来
形 

」
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

こ
の
た
び
２
つ
助
成
金
申
請
が
厳
正
な
る
審
査
の

う
え
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
実
施
し
ま
す
。 

北
海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ァ
ン
ド
「
越
智
基
金
」
「
市
民

活
動
支
援
基
金
」
助
成
金
で
は
、
札
幌
圏
域
の
居
場

所
支
援
拡
充
事
業
を
実
施
し
、
小
樽
と
苫
小
牧
の
家

族
会
に
呼
び
か
け
て
「
サ
テ
ラ
イ
ト
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

会
」
を
定
期
的
に
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
公
益
財
団
法
人
北
海
道
地
域
活
動
振
興
協
会

平
成
29
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
助
成
金

で
は
、
北
海
道
ひ
き
こ
も
り
世
帯
社
会
的
孤
立
予
防

促
進
広
報
作
成
事
業
と
し
て
会
報
「
ひ
き
こ
も
り
」

を
発
行
し
ま
す
。
当
事
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
役

立
つ
情
報
を
届
け
て
い
き
ま
す
。
貴
重
な
助
成
金
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

中
高
年
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
学
習
会
開
催 

ご寄付ありがとうございます 
 
・斉藤 太 様  6,000 円 

・全国ひきこもりKHJ家族会連合会北海道

「はまなす」様  

テレホンカード、空気清浄機など 4点 

・アイダ企画代表・屋代育夫様 

双眼鏡など 5点 

 

その他の方々から絵葉書、三輪車、すべり台

を寄贈いただきました。手紙によるアウトリ

ーチ、インターネット活用による在宅ワー

ク、そのほか団体活動を円滑に進めていくた

めに活用させていただきます。 

 
応援クリックによ
るご寄付をお願
いします！ 

 

インターネット応

援サイト gooddo

（グッドゥ）のペ

ージ内からワンク
リックで団体に課
金されます。ご支
援よろしくお願い
します。 

 

ご家庭、物置で不用品になっているも

のはありませんか？ 

 

○生活家電（炊飯器など、稼働品） 

○生活雑貨、小物など 

○古本（小説、専門書、漫画、コミックなど） 

○テレホンカード（未使用）ほか 

 

不用品の回収・お問い合わせ  

アイダ企画  
ＴＥＬ（０１１）６７６－４５４０ 

札幌市西区発寒 6 条 14 丁目 14-40 
 

「
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
的
知
識
が
つ
な
ぐ
ひ
き
こ
も

り
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
が
優
秀
事
業
と
し
て
選
定 

 

２
つ
の
新
し
い
助
成
金
が
決
定
～ 

会
報
作
成
、
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
を
実
施 



 

（図-1）対話交流会で話し合われたテーブル・テーマ 

 

 当事者、家族、支援者、一般参加者たちが立場を超えた対等な関係で対話交流するイベント「ひきこ

もり つながる・かんがえる 対話交流会 in札幌」（以下対話交流会）がNPO法人KHJ全国ひきこも

り家族会連合会主催（以下ＫＨＪ）により８月 26 日北海道クリスチャンセンターで開催された。 

 開催前日、当事者経験者が担当するファシリテーター（対話を促進する役目 話題提供するテーブル

オーナーも兼務）と当日司会を担当するひきこもりフューチャーセッション「庵‐IORI-」（以下「庵

‐IORI-」）スタッフ・神垣 宗平氏、岡田 早苗氏、KHJ本部事務局・瓜生 直樹氏、茨城県を中心に

活動するひきこもり経験者の大谷 武郎氏ら総勢 9名による事前打ち合わせを行い、対話交流会の趣旨

説明、各テーブルで話し合うテーマを決め、開催日当日の午前 10時からは、スケジュール確認、役割

分担を行った。 

午後１時 30 分、全国ひきこもり KHJ家族会連合会北海道「はまなす」会長・北郷 恵美子氏の挨拶

に続き、神垣氏、岡田氏による司会進行で「対話交流会」が開始。総勢 64名の参加者が集り、約２時

間にわたり６つのテーブルに分かれて語り合った（図-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Table1.では、昨年 11月に創刊された「ひきこもり新聞」を頒布するために全国のひきこもり関連事

業を周遊し続ける“ひきもり外交官”のさえき たいち氏が、ひきこもりの人たちが安住できるところ

が少ないことから地価の高い大都市圏を離れ、土地が広い北海道へ転住し生活することを提案した。参

加者からは「個々ばらばらでは苦しくなるため、同じ境遇の当事者たちが集まれる居場所をつくりた

い」「廃校の教室や空き家を利用するというのはどうか」など、そのための前向きな意見がだされた。 

 Table2.では、十代のころから不登校ひきこもりを経験し現在は福祉職に就いている今 明王氏が、ひ

きこもりの人たちがもっている趣味や特技、やりがいが次への一歩になるため、音楽や映画などの趣味

や影響を受けた言葉などを語り合い、今後の希望につなげていく内容で対話した。先々の不安が先行す

るため「希望」につながらない当事者の苦悩がみえる反面、ひきこもりの経験者が活躍する姿をみて励

まされる親御さんもある。今回のイベント開催が一つの希望につながることが確認できたと述べた。 

Table1. 「でっかい道村をつくろう～

ひきこもり北海道移住計画」 

担当：さえき たいち氏 

Table2. 「あらためて希望について語って

みよう～自分にとっての希望とは」 

担当：今 明王氏 

 

Table6. 

「フリーのテーブル」 

担当：田中 敦氏 

Table4.「親のグチを聞こう～私グチ

ばっかり聞いてて、いいのかしら」 

担当：北郷 恵美子氏 

 

Table3. 「こづかい稼ぎの方法～

個人でシステムをつくっていこう」 

担当：七澤 広氏 

 

Table5. 「良いひきこもり方と、悪いひ

きこもり方～ひきこもりのプロになる」 

担当：吉川 修司氏 

 

４ 



 Table3.では、人に会いたくないひきこもり当事者の持つニ

ーズを逆に活かし、雇われない生き方、個人で稼いでいく方法

という内容で、ひきこり経験者の七澤 広氏が参加者と対話し

た。参加した当事者からは「一人では（何か回数を重ねるに

は）さみしい」という意見がだされ、社会制度を利用した社会

参加の方法も支援者から提示され、七澤氏は「参加者が情報を

共有でき良かった」と述べた。 

 Table4.では、20年ひきこもるわが子を持つ北郷 恵美子氏

が、ひきこもりで悩む親が抱える悩みを聞いた。深刻な悩みか

ら次への一歩を歩み出しているわが子を見続ける中で何をすれ

ばよいのかといった前向きな悩みまで多岐に渡る話を聞いた北

郷氏は「あらためて短時間で親の悩みを聞くことの難しさを知

った。簡単に答えがだせず、もう少し深く話がしたかった」と述べた。 

 Table5.では、当事者がより良い生活を維持していくために「良いひきこもり方」とはどのようなもの

かについて、49 歳の当事者で当ＮＰＯ理事の吉川 修司氏が話題を提供した。良いひきこもりのありよ

うについてある当事者は、野球に例えて「2軍選手が復帰するためにはリハビリと良いサポーターが必

要。自分にとって良いサポーターは病院の医師だった」と述べた。別の当事者からは「就職、結婚など

のキャリアがない自分だが、ひきこもりというキャリアがあった」という前向きな発言もみられた。 

 Table6.は、当 NPO理事長の田中 敦氏が疲れた時に立ち寄れるようなたまり場的なフリーのテーブ

ルをつくり、多くの当事者、親、支援者が集まった。支援者からは「どのように当事者と関われば良い

のか」「ひきこもり当事者の日常を知りたい」といった質問があったほか、当事者の立場からひきこも

りからの第一を踏み出すために必要な居場所づくりとは具体的にどのようなものかについて対話した。 

「対話交流会」は KHJが中央共同募金会・赤い羽根福祉基金の助成金を得て昨年度より継続して全

国の主要都市で開催するもので、今年度は東北地方を中心に 9か所で開催。会場にはフリースクール、

家族会の出店も設置されたほか、大谷氏が手作業で作った手編みの靴下などの展示（写真-2）も行わ

れ、当事者自ら知恵を出し合い生活基盤の充実を目指す意

気込みが強く感じられた。対話交流会の終わりには歌う精

神保健福祉士の肩書を持つ今氏のミニライブも敢行(写真-

1)。タンポポの綿毛に/この気持ちのせて～自作の曲「タン

ポポ」を熱唱。手拍子も加わり会場の雰囲気も和らいだ。 

 「庵‐IORI-」で培われてきた神垣氏、岡田氏の明快で和

やかな進行により「対話交流会」が成功したことに加え、

より当事者の自主性が発揮されたイベントになったことは

大きな収穫といえるだろう。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの仲間になりませんか 会員募集をしています 
レター・ポスト・フレンド相談ネットワークは若者の範疇に入らない成年・壮年期のひきこもりへの対応に軸

足を置きながら、ひきこもり当事者が社会に出たとき、自信や希望を持ちながら歩めるような新しい働き方を、

当事者自らが創造しています。 

ぜひ多くの方々に、私たちの活動の趣旨を理解していただき、ひきこもり当事者が自信をもって生きていくこ

とのできる、新しい社会のあり方をみなさんとともに追求していきたいと考えています。 

 
正会員      賛助会員      寄付金 

入会金 1,000 円  入会金 1,000 円   一口 1,000 円～ 

年会費 3,000 円  年会費 2,000 円 

入会金、会費納入は、下記郵便振替口座へのお振り込みでお願いします。 

●口座記号番号 02700-4-66261 

●加入者名   レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク 

 

 

 

 

 

（写真-1）クロージングで得意の 
ギターを演奏する今氏 

（写真-2）展示コーナーでは、七澤氏が自宅
庭で育てたラベンダー、大谷氏が自社ブラ
ンドを立ち上げ製品化した手編みの靴下ほ
かが並ぶ 

５ 
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水
鏡

み
か
が
み

に
、
つ
ゆ
玉
ひ
と
つ
② 

小
西
恵
司 

 

『
恋
に
、
火
が
つ
く
』 

私
は
学
生
時
代
、
あ
る
女
の
子
を
猛
烈
に

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
は
セ

ミ
ロ
ン
グ
で
ボ
ブ
。
目
は
ク
リ
っ
と
大
き

く
、
お
胸
と
お
尻
に
魅
力
的
な
ふ
く
ら
み
の

あ
る
身
体
。
誰
に
で
も
分
け
隔
て
な
く
何
で

も
話
し
、
時
折
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
恥
ず

か
し
が
る
、
ま
さ
に
男
心
の
分
か
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
女
の
子
。
携
帯
電
話
を
四
六
時

中
、
手
に
握
り
し
め
な
が
ら
目
の
前
の
友
人

と
話
す
人
で
し
た
が
、
い
つ
し
か
私
と
も
親

密
に
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
知
り
合
っ
て
２
ヶ
月
く
ら
い
で

彼
氏
が
い
る
と
分
か
っ
た
の
で
す
。
恋
を
抱

き
や
す
い
魅
力
的
な
女
性
の
現
実
で
す
…
。

な
ら
ば
割
り
切
る
た
め
に
私
は
、
彼
女
を
頭

の
中
か
ら
追
い
出
そ
う
…
、
と
強
引
な
思
い

を
抱
い
た
の
で
す
。
で
も
普
通
の
友
人
と
し

て
話
す
に
は
嫌
い
に
な
る
要
素
な
ど
な
く
、

彼
女
と
会
う
た
び
に
会
話
を
す
る
も
の
の
、

好
き
な
気
持
ち
は
無
理
に
蓋
を
す
る
。
で
も

そ
の
蓋
は
も
は
や
耐
熱
限
界
、
頭
の
中
は
大

噴
火
寸
前
の
火
山
な
の
で
す
。 

彼
女
の
髪
の
毛
や
身
体
か
ら
漂
う
匂
い
、

時
折
み
せ
る
憂
い
あ
る
顔
は
頭
か
ら
離
れ

ず
、
夜
な
夜
な
、
男
の
生
理
現
象
を
助
け
る

財
産
と
な
り
、
満
足
し
て
冷
静
さ
を
取
り
戻

せ
ば
、
ま
た
気
持
ち
に
蓋
を
し
て
や
り
過
ご

す
こ
の
繰
り
返
し
。
実
に
、
淋
し
い
野
郎
で 

す
ね
。
し
か
し
こ
の
輪
廻
の
輪
に
、
い
つ
し

か
虚
し
さ
と
嫌
気
が
差
し
込
ん
で
く
る
の
で

す
。 

『
憎
し
み
に
、
火
が
つ
く
』 

そ
ん
な
あ
る
時
、
ニ
ュ
ー
ス
で
携
帯
電
話

の
マ
ナ
ー
に
関
す
る
記
事
を
見
つ
け
ま
し

た
。
瞬
間
的
に
頭
の
中
で
火
が
付
き
、
気
付

け
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
交
流
サ
イ
ト
に
か

な
り
の
長
文
で
、
マ
ナ
ー
問
題
に
対
す
る
意

見
を
毎
日
書
き
込
む
ほ
ど
、
ね
ち
っ
こ
い
主

張
を
し
ま
し
た
。
あ
の
時
の
文
章
は
、
論
文

と
し
て
提
出
し
て
も
よ
い
く
ら
い
の
力
作
で

す
。 さ

て
、
な
ぜ
私
は
い
と
も
簡
単
に
マ
ナ
ー

問
題
に
火
が
つ
い
た
か
、
わ
か
り
ま
す
か
？

…
、
予
想
は
つ
く
と
思
い
ま
す
が
、
好
き
に

な
っ
た
彼
女
が
携
帯
電
話
を
四
六
時
中
、
離

さ
ず
に
持
ち
歩
い
て
い
た
姿
が
特
徴
と
し
て

鮮
明
に
あ
り
、
そ
の
彼
女
を
私
は
頭
か
ら
必

死
に
な
っ
て
消
そ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
必
死
に

な
れ
ば
余
計
に
、
彼
女
の
存
在
が
頭
で
強
調

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
若
い
う
ち
は
、
こ

の
自
己
分
析
を
冷
静
に
行
な
え
な
い
も
の
で

す
。 自

分
が
一
番
楽
に
な
る
方
法
は
、
例
え
彼

女
に
彼
氏
が
い
た
と
し
て
も
、
私
自
身
の

「
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
は
否
定
す
る
必
要

は
な
い
の
で
す
。
た
だ
現
実
の
手
続
き
と
し 

て
、
彼
女
に
は
相
手
が
い
た
の
で
お
付
き
合

い
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
だ
け
で
、
そ

の
線
引
き
を
し
た
上
で
一
人
の
大
好
き
な
親

友
と
し
て
つ
き
あ
え
ば
、
実
は
そ
れ
が
好
き

に
な
っ
た
彼
女
自
身
を
喜
ば
せ
る
結
果
に
も

な
り
ま
す
。
も
し
く
は
、
自
分
の
思
い
を
伝

え
る
だ
け
の
意
味
合
い
で
、
思
い
切
っ
て
告

白
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
ど
ち
ら
に
し

ろ
、
現
実
の
線
引
き
は
必
要
で
す
け
ど
ね
。

失
敗
か
ら
得
る
教
訓
の
一
例
が
、
こ
れ
で

す
。 

『
恋
愛
も
自
分
を
育
む
素
材
』 

こ
ん
な
経
験
を
繰
り
返
す
の
が
恋
愛
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
恋
愛
の

ご
く
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
現
実
は
も

っ
と
多
く
の
人
間
同
士
が
茨
を
絡
め
合
い
、

傷
つ
き
傷
つ
け
あ
う
も
の
で
す
、
私
の
経
験

上
で
の
話
で
す
が
…
。
傷
つ
い
た
事
を
「
被

害
」
と
考
え
る
よ
り
も
、
心
の
研
磨
剤
へ
変

換
で
き
れ
ば
幸
運
な
こ
と
で
す
。
同
時
に
、

自
分
の
失
敗
談
を
素
直
に
面
白
お
か
し
く
語

れ
る
人
の
心
は
、
幸
せ
で
す
。
哲
学
書
や
恋

愛
論
を
読
ま
な
く
て
も
、
世
間
を
上
手
に
渡

り
歩
く
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

恋
愛
な
ど
で
実
践
を
積
ん
だ
「
強
み
」
が
、

世
間
を
渡
る
力
へ
化
け
る
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
他
人
の
恋
愛
を
鼻
で
笑
っ
て
侮
る

ば
か
り
だ
と
、
心
の
ど
こ
か
に
渇
き
を
感
じ

て
、
そ
こ
か
ら
虚
し
さ
が
肥
大
化
し
て
ゆ
く

の
で
す
。 

『
憎
し
み
は
、
怪
人
二
十
面
相
』 

過
去
を
引
き
ず
る
…
、
ひ
き
こ
も
り
の 

大
き
な
テ
ー
マ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
以

上
、
嫌
な
過
去
を
引
き
ず
り
た
く
な
い
か
ら

新
た
な
経
験
も
作
り
た
く
な
い
、
と
な
っ
て

身
動
き
が
取
れ
な
い
場
合
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
可
能
な
限
り
、
何
ご
と
も
「
よ
き

思
い
出
」
に
変
え
た
い
も
の
で
す
ね
。 

今
回
は
恋
愛
と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
が
、

例
え
世
間
か
ら
何
を
言
わ
れ
よ
う
が
、
自
分

の
心
を
自
分
で
誤
魔
化
し
て
ば
か
り
い
る
と

自
分
が
歪
む
の
で
す
。
日
本
人
は
道
徳
が
大

好
き
で
す
が
、
人
を
恨
ん
で
は
い
け
な
い
、

と
い
う
説
教
で
憎
し
み
を
封
じ
込
め
て
も
、

私
の
携
帯
電
話
の
マ
ナ
ー
問
題
の
よ
う
に
、

別
の
形
で
真
実
の
心
は
怪
人
二
十
面
相
の
ご

と
く
様
々
な
変
装
を
し
て
登
場
す
る
も
の
で

す
。 自

分
の
憎
し
み
を
認
め
て
自
覚
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
。
た
だ
し
、
必
要
以
上
に
憎
し

み
に
呑
ま
れ
過
ぎ
て
行
動
し
て
し
ま
う
と
、

単
な
る
「
復
讐
の
鬼
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
自
分
に
気
付
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

東
京
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
並
み
に
立
派
な
理
屈

を
立
て
て
、
二
十
面
相
を
し
て
い
る
自
分
を

覆
い
隠
し
て
ば
か
り
だ
と
、
逆
に
相
手
へ
伝

え
た
い
こ
と
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

は
、
自
分
の
魅
力
は
い
つ
し
か
底
を
つ
い
て

し
ま
い
ま
す
。
魅
力
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
「
素
直
さ
」
と
共
に
顔
を
出
す

も
の
で
す
。
偉
そ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
が
、

数
々
の
汚
点
を
残
す
私
だ
か
ら
こ
そ
自
覚
は

で
き
た
も
の
の
、
素
直
さ
の
無
い
自
分
は
未

だ
に
大
き
な
課
題
で
す
。
（
笑
） 
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 父親からの虐待、児童養護施設でのいじめを経験し、ホームレス支援団体でのパワハラがきっかけで

道外へ逃避行した伊深正英さん（41歳）は、２０１１年の秋、自転車で下関まで到達し警察に保護さ

れ支援団体が身元引受人となり生活保護を受けました。しかし、宗教を母体とした支援団体から受ける

信仰の圧力と保護を担当するケースワーカーから受ける厳しい指示の板挟みになる状態に耐え切れずさ

らなる逃避がはじまりました・・・。                （インタビュー：杉本賢治）                                                   

 

♦死にきれなかった自分を助けてくれた人 

支援団体と生活保護から逃げるような思いで放浪し、行く当てもなくなり無人駅の構内で自殺するた

め睡眠薬を服用しましたが死にきれませんでした。まだ肌寒い２０１２年 2月、唯一交友関係にあった

Ａさんに電話連絡をしたところ直ぐに来てくれました。Aさんと話し合った結果、私はネットカフェで

生活することになり、その料金はＡさんが出してくれました。そのような生活が 3か月続きました。 

「このままではいけない」と言う Aさんは、再度生活保護を自分に受けさせるため粘り強く説得して

くれました。その時期は生きることが辛く脱力感しかありませんでしたが、Aさんほか数名の有志に支

えられ無事にその年の５月には現在の居所で生活保護を受けることができました。 

 生活保護の受給が決まる前のある日、ある方が旭川までドライブに連れて行ってくれました。生活保

護を受けることができるのか不安な時期でしたが、良い気分転換となり気持ちを落ち着かせることがで

きました。 

 

♦心療内科へ通って 

 現在の生活は 6年目になりますが、この間２度自室から抜け出し数日間放浪しました。その時は死ぬ

ことへの願望が内側から湧きあがり自暴自棄になっていたのかもしれません。現在は、そういった自分

の状態を診てもらうため心療内科へ毎月通っています。 

 病院は 3度変わっています。２度目の心療内科医師からは、抽象的な表現でただ前向きになるための

言葉として「がんばれ」とか「治すために薬を出しているのだから伊深君しっかりしなきゃダメだよ」

とよく言われました。私は自分でどうしようもできないから通院しているのに、そのような言葉をかけ

られて元も子もないような気持ちになります。当時は通院日が近づくと鬱（うつ）が強くでてしまい、

病院へ行くのが怖かったです。医師からは「働きたいとは思わないのですか」「今のままで良いと思っ

ているのですか」と、医師の解釈が自分に向けられてしまいます。現在の私の状況をみてそれに応じた

助言がほしかったのですが、スレートな意見をぶつけられました。 

 医師との意思疎通が上手くいかないことが壁になり、昨年の 12月から心療内科に通院出来なくなっ

ていましたが、今年の 6月にケースワーカーさんの家庭訪問の時に半年も通院できていない状況は良く

ないので、住居から近くで評判の良い心療内科を薦めてもらいました。転院する場合、紹介状が必要で

すが、私は連絡できないため、ケースワーカーさんが状況を伝えて紹介状を書いて送ってもらうよう仲

介していただき、7月から新たな心療内科に通院できるようになりました。 

通院してまだ二ヶ月ですが、主治医は転院するに至った理由を理解してくれていて、優しく見守りな

がら様子を見てくれて感じは良いです。以前のように社会に出て、誰かのために行動するにはまだまだ

時間はかかりますが、何とか日々、生きて、前進していけたら幸いです。 

（次号へつづく） 

 

 

 

 

 

皆様からの投稿をお待ちしています 

〒０６４－０８２４ 札幌市中央区北４条西２６丁目３－２ 

「NPO 法人 レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク」事務局 通信編集部 宛 

ｅ－ｍａｉｌ；info@letter-post.com 

会報ひきこもり次号予告： 

特集・ピアが織りなすチカラとともに働き合うジョブサポートほか。ご期待ください。 



 

 
 
 
 
◆「SANGO の会」例会のご案内 
２０１7年９月～10月は下記日程にて行います。初めての方も参加できます。概ね 35歳前後のひ
きこもり当事者や経験者で、人との関係や会話に慣れたいと思っている方、またいろいろな情報を得
たいと考えている方は、いらしてください。詳細は事務局までお問い合わせてださい。初めて参加さ
れる方で、少人数で会うことを希望される方は、事前に事務局までメール、電話でお問い合わせのう
え初心者の例会にお越しください。 

 
《初心者例会》  
と き：①９月２５日（月）午後１時 30分から午後３時３０分まで 
    ②１０月２５日（水）午後１時 30分から午後３時３０分まで 
会 場：①札幌市社会福祉総合センター４階 特別会議室 
    ②札幌市社会福祉総合センター４階 ボランティア活動室 

《通常例会》 
 と き：１０月１８日（水）午後１時 30分から午後３時３０分まで 
会 場：札幌市社会福祉総合センター３階 第三会議室 

場 所：札幌市中央区大通西 19丁目 （地下鉄西１８丁目駅下車徒歩５分） 

 

◆ 中高年ひきこもり当事者のライフプラン学習会 開催のお知らせ（詳細は２ページ） 

第１回・開催日時：平成２９年９月１７日（日）午後 1時 00分から午後 3時 30分まで 

第２回・開催日時：平成２９年 11月 12日（日）午後 1時 00分から午後 3時 30分まで 

開催場所：北翔大学北方圏学術情報センターPORTO ５階 会議室Ａ 

住所：札幌市中央区南 1条西 22 丁目 1番 1号（地下鉄東西線・円山公園駅から徒歩 5分） 

参加対象：ひきこもり当事者経験者とその家族、支援者など 

参加費：お一人につき 500円（資料代）  

定員：50名（参加希望多数の場合は先着順になります）  

申込み方法：参加申込書に必要事項を記入の上、Ｅメールまたは、FAXで申し込む 

 

◆ ピアが織りなすチカラとともに働き合うジョブサポート 開催のお知らせ 

ひきこもり経験という貴重なピアが織りなすチカラとともに新たな働き方をつくりだすジョブサポート

のありようについて全国から６名の代表当事者を招聘して検討を深めていきます。 

 

開催日時：平成２９年１０月２９日（日）午後 1 時 00分から午後 5時 00分まで 

開催場所：北翔大学北方圏学術情報センターPORTO ５階 会議室Ａ 

住所：札幌市中央区南 1条西 22 丁目 1番 1号（地下鉄東西線・円山公園駅から徒歩 5分） 

参加対象：ひきこもり当事者経験者とその家族、支援者など 

参加費：お一人につき 500円（資料代）  

定員：50名（参加希望多数の場合は先着順になります）  

申込み方法：参加申込書に必要事項を記入の上、Ｅメールまたは、FAXで申し込む 

 

☆ 編 集 後 記 ☆  
 早いもので秋の気配を感じる季節となりました。9 月からは当 NPO 主催の主要な事業が予定されており

ます。ぜひ多くの方々とお会いできますことを願っています。また本誌は今号より公益財団法人北海道地域

活動振興協会・平成 29 年度ボランティア活動支援事業助成金採択により発行していくことになりました。

この場を借りまして道民の皆さんに心からお礼申し上げます。 

（発行責任者 理事長 田中 敦） 

  

無 断 複 製 はおやめください 

 

８ 

こ ち ら 事 務 局！         今後の動き（2017年９月～） 


